
●土佐国絵図並地高書付
（安芸市立歴史民俗資料館所蔵）

●遣倦録（四万十市教育委員会所蔵）



■ JR高知駅からとさでん交通バス「桂浜」行、「龍馬記念館前」下車 徒歩約2分
■高知駅発着で龍馬記念館などを巡るバス“MY遊バス”（一日乗り放題）もお得
です。毎日運行

■車・タクシー利用の場合、JR高知駅から約35分、高知空港から約25分、
高知南インターから約20分

■駐車場…普通車42台（うち障害者用駐車場２台）バス４台

〒781-0262  高知市浦戸城山830　TEL.088-841-0001　FAX.088-841-0015
HP▶https://ryoma-kinenkan.jp/　e-mail▶ryoma@ryoma-kinenkan.jp

開館時間　9：00～17：00（最終入館16：30）／会期中無休
観　覧　料　一般 700円・20名以上の団体 560円

※高校生以下、高知県または高知市の長寿手帳所持者、身体障害者手帳・療育手帳・精神
　障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳・被爆者健康手帳所持者とその介護者1名は無料
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●牧野植物園

令和3年度特別展

　文久2（1862）年3月、龍馬はひそかに土佐藩を出ました。俗に言う脱藩です。この時なぜ龍馬は脱藩という行動に出たので
しょうか。その背景として、土佐藩内外の人物との交流から、脱藩前の龍馬の動向を探ります。そして、実際の脱藩の旅では、
どのような道をたどり、路上に誰と交わったのでしょうか。資料が語る龍馬脱藩の実態について、可能な限りの実像を提示します。
　また、藩主が土佐と江戸を往復した参勤交代、および庶民の四国遍路を取り上げ、土佐国内の旅事情、そして人々の往来の
様子を紹介します。
　本年は、龍馬が脱藩を果たしてから160年の節目にあたります。この機会に、龍馬の脱藩について、そして土佐の旅や道の事
情について、改めて触れてみてください。

●御国大境山峰筋之図（安芸市立歴史民俗資料館所蔵） 土佐藩より他藩へ出る道筋を示した絵図

●平井収二郎往来手形
（高知県文教協会所蔵 高知県立歴史民俗資料館寄託）
江戸時代の通行許可証。国内旅行にも“パスポート”が必要でした

●遣倦録（四万十市教育委員会所蔵）
脱藩前、龍馬の藩外への旅立ちを「坂竜飛騰」と記した樋口真吉の日記

●土佐藩行列絵図（部分）（高知県立歴史民俗資料館所蔵） 土佐藩主の参勤交代の行列風景を描いた絵巻。5メートル全部見せます

●納経帳（高知県立歴史民俗資料館所蔵）
江戸時代の四国八十八か所巡礼の納経帳（朱印帳）。現在のものと
見比べてください

●高知上町分図（安芸市立歴史民俗資料館所蔵）
高知城下の図。脱藩の旅で龍馬が最初に通ったと考えられる番所が描かれます

●真覚寺日記（真覚寺所蔵） 
旅中の天候は？龍馬脱藩の旅を彩る貴重な情報

●那須信吾書簡 文久2年11月16日 那須俊平宛（佐川町立青山文庫所蔵） 龍馬脱藩のルートを証言する数少ない同時代の資料

主　催／高知県立坂本龍馬記念館（公益財団法人高知県文化財団）
後　援／高知新聞社・朝日新聞高知総局・毎日新聞高知支局・読売

新聞高知支局・共同通信社高知支局・時事通信社高知支局
NHK高知放送局・RKC高知放送・KUTVテレビ高知
KSS高知さんさんテレビ・エフエム高知

令和4年6月10日（金）～6月17日（金）（常設展示室閉室時）
一般 500円・20名以上の団体 400円


